
 

赤外の活用度がアップします 
 

「赤外スペクトルによる プラスチック・エラストマーの定性」 

Vol.3 

実践マニュアル (2)：マーカーピークによる構造類縁体の識別 
 

■シリーズの構成 

「赤外スペクトルによるプラスチック・エラストマーの定性」 

Vol.1 基盤編：赤外スペクトルの読み方 

Vol.2 実践マニュアル (1)：逆引き式 未知スペクトルの定性法 

Vol.3 実践マニュアル (2)：マーカーピークによる構造類縁体の識別 

Vol.4 参照編：主要ポリマーのピーク帰属集 
 

実際の定性には Vol.2 と Vol.3 を用いるが、Vol.1 を読んで基盤知識を習得しておけば、よりスムーズな利用に

つながり、応用力も身に着く。 

Vol.4 は、スペクトルを深く解析したい場合の参考のためであり、定性に不可欠ということではない。 
 

■本書の狙い 

ポリマーには構造類縁体が多い（炭素数が異なるだけの同族体、共重合体等）。 

当然、赤外スペクトルは類似しており、一見、識別が困難なことも多い。 

本書は、類縁体が多いポリマーグループを取り上げ、類似するスペクトルのどこに着目して識別するか示した。 
 

■本書の識別のスキーム 

＜マーカーピーク＞ 

前述のように、構造類縁体のスペクトルは類似しており識別が困難に見えることも多い。 

しかし、赤外は想像以上に精緻であり、細かく診れば、構造の僅かな違いがスペクトルに反映されている。 

本書では、識別の指標となるピークを「マーカーピーク」と名付け、類縁体の個々について、どのピークが

「マーカーピーク」になるかを具体的に示した。 

＜前操作：タイプ分け＞ 

たとえばポリアミドは 40 余りの類縁体がある。「マーカーピーク」が合うものを探すのは容易ではない。 

そのため、スペクトルの別の特徴に着目して、5 種のタイプ（脂肪族、フタルアミド等々）に仕分けして、

合致するタイプ内でのみ「マーカーピーク」を指標に照合するようになっている。 

 
■本書の対象 

プラスチック・エラストマーの中で、類縁体が多いグループが主体。詳しくは 3 頁参照。 
 
■本書の使用法 

以上のような内容なので、サンプルのタイプが判っている（たとえばポリアミド）ことが前提になる。 

①Vol.2 との併用：Vol.2 で定性したら「ポリアミドなので、細かい識別は Vol.3 へ」と指示されたケース 

②コンピュータ検索との併用： 

ポリアミド類が検索結果の上位を占めた場合、ポリアミドであることは確かだとしても、どういうポリア

ミドであるかは分析者が確認する必要がある。本書は吟味に使える。 

③単独使用：たとえば、分析者がスペクトルを診てポリアミドと判断した場合  



頁のイメージ

ポリマーのタイプ別に章が設けられている。 

図の「29 章」はフッ素系ポリマーである（プラスチックかエラストマーかは問わず、全てを含む） 

29 章の最初の頁で、スペクトルの大きな特徴でフッ素系ポリマーを 4 タイプに仕分け。 

図は、4 番目のタイプで、共通する特徴が上段の枠内に記載されている。 

a、b、c・・・は、これに該当するポリマーで、個々を識別できる細かいピークが明示されている。 

全体の照合の論理（並列式 Decision Tree 法）と頁のスタイルは、Vol.2 と全く同じである。 
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収載ポリマーのタイプと点数 

 

 タイプ 点数 

21 章 ポリエチレン：プラスチック & エラストマー 22 

22 章 ポリエチレン変性物：ビニルモノマーとの共重合体他 29 

23 章 ポリプロピレン：プラスチック & エラストマー 25 

24 章 オレフィン系エラストマー 9 

25 章 環状オレフィンポリマー ９ 

26 章 不飽和炭化水素系  （仕分けのみ） (5) 

27 章 スチレン系ポリマー：プラスチック & エラストマー 60 

28 章 塩化ビニル系：プラスチック & エラストマー 15 

29 章 フッ素系ポリマー：プラスチック & エラストマー 25 

30 章 ポリアクリル酸エステル 41 

31 章 テレフタル酸系ポリエステル 17 

32 章 ヒドロキシエステル類 18 

33 章 エーテル系ポリマー  （仕分けのみ） (20) 

34 章 ポリケトン 5 

35 章 ポリサルホン 3 

36 章 ポリアミド（蛋白系を含む） 49 

37 章 イミド系ポリマー 15 

38 章 ウレタン系ポリマー 26 

39 章 エポキシ樹脂系 34 

40 章 フェノール樹脂、アミノ樹脂、シアネート樹脂 10 

41 章 シリコーン系：プラスチック ・エラストマー・オイル 16 

  419 

註 

本書は、Vol.2 の続きという性格があり、21 章から始めている。 

一部のポリマーは、Vol.２と重複している。 

ここに出ていないグループは、Vol.2 内で完結している。 

 

 

  



印刷見本 各章の最初に「章のガイド」があり、第二の特徴に従った「タイプ分け」を行っている。 

細かい識別は、該当するタイプの頁で行う（その方が照合するスペクトルが少なくい）。

下のテレフタル酸エステル系では、6 タイプに仕分けしている。本頁ではそれの中の 3 タ

イプを提示。本頁には出ていないが、PCT 系が４番目のタイプ。 

 
  



印刷見本 テレフタル酸エステル系の中の 4 番目のタイプ（PCT 系）の最終レベルの識別を行う頁。

PCT 系に共通する特徴が上段の枠内に記されている（「章のガイド」の中で解説する）。 

a、b、c・・は PCT 系の構造類縁体で、それぞれを識別できるピークが明示されている。 

 

 

  



印刷見本 フッ素系ポリマーの最終レベルの識別を行う頁である。 

見本で示すのは、エチレンまたはプロピレンを含む共重合体系。 

これらに共通する特徴は上段に、個々が識別できるピークは a, b, c に明示されている。 

 

 


